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論 文 内 容 の 要 旨

各種疾患患者における血清蛋白の変化については, 幾多の研究がなされてきたが, 最近は, その質的変

動の追求が興味ある問題となってきている｡

血清蛋白のポーラログラフについては, 1933年, B rdicka がコバル ト･ アンモニア緩衡液中の血清が二

重波を呈することを偶然に発見 して以来, 第 1反応 (全血清について), 第 2 反応または櫨液反応 (血清

のズルホサ リチル酸液液について) に関し, 活性を示すものの本態や, 臨床面- の応用について検索が進

められた｡

さきに教室の笹井, 江川は血清ポーラログラフ第 2 反応を使って, 肝疾患時に血清ムコプロティンの減

少することを報 じているが, 著者は第 1 反応にしたがって, 各種疾患時, なかんず く, 肝疾患時にみられ

る低アルブミン血症に際 しその血清アルブミンに, 同時に質的変動を来たしているのではない かという点

を調べる目的で下記の実験を行なった｡

対象としては, 肝疾患患者を中心に, 175例の入院患者について, 波紋電気泳動法にて分離 した血清ア

ルブミン分画を, 生理的食塩水にて浸出し, その浸出液を C o十++ 緩衡液中にて, ポーラログラムを撮影

した (P-P gram と略す)｡ なおこの場合, 同一浸出液の一部に N /26K O H 液にてアルカリ変性を施 し,

変性前のものの値をN 値, 変性後のものの値をD 値とし, おのおのm m 単位で示 し, D /N の比をR 値とし

た ｡

予備実験として, 正常人血清および肝疾患患者血清について, 室温, 浸出時間, アルカリ変 性 時 間 の

P-P gram に及ぼす影響を調べて諸条件を定め, さらに浸出液のチロジン値が, チセ リウス法によるアル

ブミン分画の計算値とほぼ平行することを確かめた (相関係数 - 0.79,< 1% )｡

得 られた成績は次のごとくである｡

○ 肝硬変, 肝胆腔, 肝腫癌等, 慢性重症肝疾患患者においては, 健康人対照値 (31.0±9.8*m m , ただ し

* は標準偏差×2 ) に比べて, 肝硬変, 10例平均値 19.1m m , 肝牌腰, 肝不全 8 例平均値 19.8m m にみら
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れるように, アルブミン蛋白波は異常低値を示すもの多く, しかも単位アルブミン当たりポーラロ活性度
4

を比較 しても同様の低下が認められた｡ すなわちこれら慢性重症肝疾患患者にお い て は, H ypoalbum i-

nem ia のみでなく, D ysalbum inem ia の存在することが考えられる｡

また, 長期の経過にわたり, P-P gram の測定を繰り返えした肝硬変, 肝牌贋の各 1 例 に お い て は,

P-P gram は他の肝機能検査 (血清コバル ト反応, カドミウム反応, B .S .P .排湛試験) にさきがけて反

応 し, 病像を忠実に反映することを知り得た｡

○ 肝炎患者については D ysalbum inem ia は認められず, N 値, D 値ともに高値を示すものが 多 か った

が, 肝炎の種類, 経過により相違を示 し, 流行性肝炎については, 発病初期に高かった両値が 1 か月以上

の経過で正常域に復するに反 し, 血清肝炎では初期にはかえって両値とも, やや低値を示す傾向がみられ

た｡

○ 悪性腫疾患者では, N 値の減少にかかわらず, D 値は正常または増加 していることが多く, これはへ

パ トーマ患者に著明にみられた｡ 換言すれば, 悪性腫癌患者の血清アルブミンはアルカリ変性により高度

のポーラロ活性の増加をきたすものといえよう｡

○ 消化器系, 腎臓, 造血臓器, 呼吸器系の疾患では著変を示すものは認められなかった｡

○ 全実験を通 じ, 噴門痛の 1 例を除いて, D 値は常にN 値より高 く,両者の変化はほぼ平行 していたが,

上述のどとく- パ トーマ群の一部に特にR 値の上昇が, 肝硬変, 肝碑腫群の一部に低下がみられた｡

以上を要約するに, P-P gram 法により慢性の重症肝疾患時に D ysalbum inem ia のおこっていることを

指摘 し得, さらに患者の予後判定にも供 し得ることを知り得た｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

各種疾患における血清蛋白分画の量的変化については多くの研究があるが, 最近はその質的変化が注目

されているo 著者は諸種疾患時に見 られる H ypoalbum inem ia に際し, 血清アルブミン (以下 A l) の質的

変化の有無を調べる目的で, 肝疾患を中心に各種疾患患者175例について 淀紙電気泳動法により分離 した

血清 A l 分画の Paper-electrophoresis-polarogram (P-P gram ) を観察 し, またアルカリ変性前後の値を比

較 した｡ その結果, 1 ) 肝硬変, 肝腫濠, 肝牌腰等の慢性重症肝疾患患者では健常人に比 L A l 蛋白披異

常低値のもの多 く, しかも単位 A l 当たりのポ- ラロ活性度も低下 し, H ypoalbum inem ia の み な らず

D ysalbum inem ia の存在すること, かっ経過観察の結果, P-P gram は他の肝機能検査に先がけて病像を

忠実に反映すること｡ 2 ) 肝炎患者では D ysalbum inem ia は認められず, アルカ リ変性前値, 後値ともに

高値を示すものが多いが, 肝炎の種類, 経過により相違を示すこと｡ 3 ) 悪性腫癌ことに H epatom a の患

者では血清 A l はアルカリ変性により高度のポ- ラロ活性の増加を来たすことを認めた｡

以上, 本論文は P-P gram により慢性重症肝疾患時に D ysalbum inem ia の存することを証明し, かつ

これが患者の予後判定にも供 し得ることを明らかにしたもので, 血清 A l の質的変化について一新知見を

加えたものであり, 医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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